　　資料２　


令和元年度モニタリング評価実施による改善のための対応方針（案）
施施設名：大阪府立弥生文化博物館
	評価項目
	評価基準
	評価委員の指摘・提言等
	改善のための対応方針
	次年度以降の事業計画等への
反映内容

	Ⅰ－（３）利用者の増加を図るための具体的手法・効果
	◇利用者増加のための工夫がなされているか○学校教育との連携
・出前授業（小・中学校）の実施60回

◇利用者数
○入館者数及び館外利用者数
・総入館者50,000人
	[bookmark: _GoBack]出前事業の実施回数は評価基準を大きく超えている一方で、入館者数については評価基準に満たない可能性がある。経営資源の効果的配分を念頭に、事業の見直しをすべきである。
	
	



